
図書館だより

文芸コーナー
日
だ
ま
り
の
落
葉
の
中
に
蕗
の
薹
「
春
が
来
た
な
」
と
一
人
言
い
う

 

平　

木 

大
木
ヨ
シ
子

日
の
中
に
イ
タ
チ
轢
か
れ
し
峡
の
道
羽
音
鋭
く
跡
形
も
な
し

 

若
潮
町 

伊
藤
登
美
枝

軒
の
端
に
黄
色
き
ビ
オ
ラ
の
咲
く
す
が
た
若
き
日
習
い
し
ブ
ー
ケ
思
わ
す

 

八
日
市
場
イ 

木
島　

仁
美

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
看
取
り
求
め
て
通
う
女ひ

と

身
だ
し
な
み
に
も
気
使
い
始
む

 

堀　

川 

山
本　

伸
子

春
近
し
零
れ
種
よ
り
小
松
菜
の
新
芽
や
さ
し
く
ち
ら
ほ
ら
見
ゆ
る

 

八
日
市
場
イ　

鈴
木　

和
子

木
枯
し
の
運
ぶ
落
葉
を
か
き
集
め
ほ
う
き
の
先
に
庭
の
草
見
ゆ

 

山　

崎 

依
知
川
雅
一

母
待
つ
と
思
え
ば
軽
く
踏
む
ペ
タ
ル
小
篭
に
甘
い
手
土
産
入
れ
て

 

荻　

野 

川
口　

登
喜

立
春
を
過
ぎ
た
る
日
差
や
は
ら
か
し
辛
夷
の
蕾
日
々
に
ふ
く
ら
む

 

栢　

田 

渡
辺　

重
雄

日
脚
や
や
伸
び
た
る
庭
に
雀
ら
の
声
を
あ
げ
つ
つ
餌
を
競
ひ
食
む

 

野　

手 

石
田　

秀
子

図
書
室
の
お
ば
さ
ん
と
よ
ぶ
教
師
ゐ
き
籠
り
居
る
我
の
あ
だ
名
な
り
に
き

 

今　

泉 

小
川
み
さ
子

あ
な
か
な
し
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
女
子
一
人
雪
積
む
北
の
大
地
を
歩
む

 

栢　

田 

石
田　
　

治

水
の
辺
の
桜
の
幹
の
ぬ
く
き
か
な 

八
日
市
場
ハ 

大
川　

宜
子

短　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

休館日…６日（木）・毎週月曜日
祝日開館日…29日（土）９時～17時

★寄贈資料の受け入れについて
　図書館で寄贈を受けられる資料は、市
民の著作物や匝瑳市に関する資料、予約
の多い本です。
　出版から５年を過ぎたもの、汚れ・破
損があるもの、百科事典、雑誌、参考書、
マンガ、ビデオ・ＤＶＤはお預かりでき
ません。不明な場合は、お持ちいただく
前にお問い合わせください。

今月のイベント
★「子ども読書の日」記念
　おはなしを楽しむ会
　子どもの積極的な読書活動を推進する
ため、４月23日が「子ども読書の日」と
定められています。この日にちなんで、
22日に特別なおはなし会を開催します。
大型絵本やパネルシアターなどで楽しく
過ごしましょう。参加は無料です。
日時…４月22日（土）14時～14時45分
場所…八日市場公民館市民ギャラリー
対象…一人で静かに話を聞くことができ
る４歳から小学３年生くらいまでの児童
★おはなし会
日時…毎週土曜日（22日を除く）14時～
約30分間　場所…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

市政の窓

№75

専
決
処
分

日
程
的
に
無
理
な
場
合
な
ど
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

年
度
の
当
初
予
算
や
事
業
な
ど

重
要
な
案
件
は
、
当
然
議
会
で

審
議
・
可
決
い
た
だ
き
執
行
す

る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
こ

れ
を
専
決
処
分
す
る
の
は
異
常

事
態
。
そ
の
決
断
に
は
重
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
議

長
不
信
任
に
係
る
議
会
内
部
の

問
題
で
開
会
で
き
な
い
状
況
の

中
、
市
民
生
活
に
混
乱
を
来
さ

な
い
よ
う
専
決
処
分
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
が
、
私
と
し
ま
し

て
は
一
日
も
早
く
議
会
の
正
常

化
が
図
ら
れ
、
開
催
さ
れ
て
審

議
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
市
政
方

針
の
概
要
は
、
本
市
の
将
来
都

市
像
で
あ
り
ま
す
「
海
・
み
ど

り
・
ひ
と
が
は
ぐ
く
む
活
力
あ

る
ま
ち　

匝
瑳
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、「
匝
瑳
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
や
人
口
減
少

の
抑
制
と
地
域
の
活
性
化
対
策

に
資
す
る
「
匝
瑳
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

な
ど
に
基
づ
い
て
各
種
施
策
の

充
実
を
図
り
、
併
せ
て
、
本
市

が
未
来
に
向
け
て
飛
躍
し
て
い

け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

地
域
、
そ
し
て
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
「
オ
ー
ル
匝
瑳
」
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

時
あ
た
か
も
春
爛ら
ん

漫ま
ん

。
桜
の

花
に
祝
福
さ
れ
、
希
望
に
満
ち

た
新
園
児
・
新
入
生
・
新
社
会

人
を
は
じ
め
、
新
年
度
に
当
た

り
心
機
一
転
、
心
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
多
く
の
方
々
に
、

大
願
成
就
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。

　

昨
年
12
月
定
例
市
議
会

は
審
議
未
了
と
な
り
、
14

議
案
を
専
決
処
分
し
ま
し

た
。
３
月
定
例
市
議
会
は
、

こ
の
専
決
処
分
の
承
認
と

平
成
29
年
度
当
初
予
算
を

中
心
に
審
議
い
た
だ
く
た
め
招

集
し
ま
し
た
が
、
開
会
に
至
ら

ず
、
さ
ら
に
臨
時
議
会
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
再
び
流
会
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
以
上
新
年
度
に
向

け
た
市
政
運
営
を
遅
延
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
熟

慮
の
上
、
再
度
専
決
処
分
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
専
決
処
分
」
と
申
し
ま
す

の
は
、
本
来
議
会
の
議
決
を
必

要
と
す
る
案
件
な
ど
を
市
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
処
分
す
る
も

の
で
、
本
市
で
は
議
会
開
催
が

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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桜
の
季
節
に
な
る
と
、
あ
る
僧

の
名
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
４
４

０
年
以
上
前
の
１
５
７
３
（
天
正

元
）
年
に
、
飯
塚
（
豊
和
地
区
）
光

福
寺
に
学
徒
を
集
め
日
蓮
宗
の
談

所
（
学
問
所
）
を
開
い
た
日に

っ

統と
う

上

人
の
こ
と
で
す
。

　

日
統
は
１
５
７
９
（
天
正
７
）

年
旧
暦
の
３
月
７
日
に
亡
く
な
り
、

葬
送
の
時
に
桜
の
花
が
舞
い
散
っ

た
と
伝
わ
る
こ
と
か
ら
「
花
降ふ

り

日
統
上
人
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
塚
生
ま
れ
の
日
統
は
、
光
福

寺
で
僧
侶
と
な
り
、
関
西
の
有
名

寺
院
に
遊
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

学
び
多
く
の
研
究
成
果
を
修
め
た

後
、
郷
里
に
帰
り
７
代
目
住
職
と

な
り
ま
し
た
。
関
東
で
の
日
統
の

名
声
を
知
っ
て
か
、
関
西
で
共
に

学
ん
だ
僧
ら
は
学
徒
30
余
人
と
共

に
、
は
る
ば
る
飯
塚
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　

日
統
の
死
後
、
飯
高
村
妙
福
寺
、

さ
ら
に
飯
高
寺
に
移
っ
た
学
僧
ら

は
、
同
寺
に
開
か
れ
た
檀
林
の
基

礎
を
築
き
学
徒
を
教
育
し
ま
し
た
。

飯
高
檀
林
発
展
の
き
っ
か
け
は
、

日
統
上
人
の
開
い
た
飯
塚
談
所
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
花
降
り
上
人
」
と
呼
ば
れ
る
僧

が
も
う
一
人
い
ま
す
。『
日
蓮
宗

の
人
び
と
』（
昭
和
51
年
刊
）
に
よ

る
と
、
下

総
生
ま
れ

の
日に

ち

充じ
ゅ
う

と

い
う
僧
で
、

香
取
郡
岩

部
村
（
現

在
の
香
取

市
栗
源
）

の
寺
で
学

室
を
開
い

て
指
導
に

当
た
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
充
上
人
に
は
不
思
議
な
行
跡

が
い
く
つ
も
伝
え
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
一
つ
に
次
の
話
が
あ
り
ま
す
。

　

晩
年
病
気
に
な
っ
た
上
人
は
庵

室
を
訪
れ
た
信
者
に
「
明
日
、
い

よ
い
よ
お
別
れ
し
ま
す
」
と
伝
え
、

人
び
と
が
お
経
を
唱
え
る
中
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
時
は
日
統
上
人

と
同
じ
天
正
７
年
の
旧
暦
正
月
15

日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
葬
送

の
時
、
棺

ひ
つ
ぎ

か
ら
ひ
と
流
れ
の
幡ば

ん

が

空
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
に
見
え
、
辺

り
に
は
良
い
香
り
が
満
ち
あ
ふ
れ

妙
な
る
花
ば
な
が
舞
い
巡
り
、
い

つ
の
ま
に
か
消
え
去
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
あ
り
さ
ま
を
目

に
し
た
人
び
と
は
、「
花
降
り
上

人
」
と
し
て
語
り
継
い
だ
そ
う
で

す
。
日
充
の
死
を
１
６
０
２
（
慶

長
７
）年
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
の
「
花
降
り
上
人
」
の
話

は
、
春
の
夜
の
夢
の
よ
う
で
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
記
録
に
残
さ

れ
、
日
統
上
人
は
、
没
後
４
２
０

年
余
り
を
経
た
平
成
12
年
、
埋
葬

地
と
さ
れ
る
場
所
に
光
福
寺
住

職
に
よ
り
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
、

「
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

塚
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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を
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く

春
分
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夕
日
残
り
し
厨
口 

八
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椎
名　

晴
江

末
黒
野
を
通
り
て
故ゆ

え

の
な
き
郷
愁 

内　

山 

椿　
　

和
枝

春
光
や
大
波
一
つ
岩
を
呑
む 

八
日
市
場
ハ 

江
波
戸
知
巳

畦
塗
る
や
祖お

や

よ
り
継
ぎ
し
谷
津
の
田
に 

八
日
市
場
イ 

椎
名　

昭
雄

裏
参
道
ま
っ
か
に
染
め
し
落
椿 

八
日
市
場
ロ 

高
安
せ
い
子

芽
吹
か
ん
と
す
る
囁
の
雑
木
山 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

手
庇
に
里
山
ふ
く
れ
山
笑
ふ 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

春
一
番
大
地
抉
れ
る
砂
の
山 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

春
驟
雨
捨
て
し
恋
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
美
雄

梅
香
り
一
人
点
前
す
至
福
の
時 

今　

泉　
　
　

須
貝　

玉
枝

入
学
式
ま
だ
か
ま
だ
か
と
ラ
ン
ド
セ
ル 

八
日
市
場
ホ 

菱
木　

静
枝

入
学
日
ポ
チ
と
ミ
ケ
ち
ゃ
ん
お
見
送
り 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

入
学
式
裏
か
ら
入
る
人
も
い
る 

八
日
市
場
ホ 

大
木
波
津
恵

泣
き
虫
の
入
学
式
は
や
は
り
雨 

東
小
笹 

江
波
戸
京
子

入
学
式
桜
吹
雪
に
迎
え
ら
れ 

木　

積 

佐
久
間
美
智
子

ヒ
ゲ
剃
っ
て
入
学
式
は
武
道
館 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

入
学
式
喜
怒
哀
楽
が
甦
り 

横
須
賀 

鈴
木　

春
子

記
憶
よ
り
メ
モ
が
頼
り
の
篭
の
品 

飯　

高 

松
野　

敏
昭

「
清
張
」
を
キ
ヨ
ハ
ル
と
読
み
苦
笑
い 

栢　

田 

石
田　
　

津

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦
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日統上人供養塔の「聖教塚」
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